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効果について
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{器約12006年4月の介護保険制度改定によち介後予防Z1~
幾の一環として筋力トレーニング(筋力?けを含む巡織や，
低栄護予防が佼鐙づけられた。しかしながら，介護認定を
受けている滋弱高齢者を対象に銘力 Trの効換と栄養補給
の効衆を問時に検討した報告はない。 そこで本研究は，
庶務議齢者を対象に筋力 Tr中の栄袋介入が体力および栄
饗状態の変イヒ~こ及ぼす影轡について検討することを密約と
したo[方法i介3史認定を受け， l議所(デイ)または訪問介
務サーピスを受けている滋潟高齢者28名(男性5名，女性23
名t83.4土6.3議:69-92議，姿支援:8名雪渓介綴1: 18名，
婆介綬3: 1名，非該当:1名，介鐙サ}ピス利ffl組数:2.1 
土1.4@l/i'M)を本研究の対象者とした。筋力すけま自認お
よびラパーバンドによる魚袴を中心とした筋力 Trを趨3
i惑X8滋問袋線した。務8は下j技および大緩銭を中心に4-
6種目とした.28名の内12名は筋力 Trおよび筋力 Tr遊後
のたんぱく~摂取およびマルチピタミンを摂取する栄後介
入者字とした。なお，筋力 Tr携のi訟法アルブミン強 (ALB)
が4.2g/ dl未潟の対象者およびヘモグロピン (Hb)が袋
詰き倍以下の対象者に対してはそれぞれエネルギーj路整食品，
鉄の摂取を行った。残りの16名iま筋力 Trのみを実施する
筋力 Tr.単独群としたo体力の評錨は， Jl.奈伸援筋力 (lRM)，
f受疫体設な溜，握力，椅子立ち援り，ファンクショナルリー
チ (FR)，J.3!位ステップ， 6m歩行テストによって行った。
栄養状態の評錨として ALB，プレアルブミン (p樹ALB)，
フェリチン，拠法探索2霊祭 (BUN)，Hb縫m:の総定憶を
熔いた。なお，関群における栄養状態および体力iU~%:1患の
変化の差異についてはこえ挺伎の分散分析を用いて検討し
たo [結祭}対象者全体における愛護体鈍感 (p <0.05). 
FR (p <0.01)，膝伸展筋力 (p <0.01)に宥窓な改惑が
認められた。しかしながら，間群における筋力 Tr効楽に
顕著な愛巽は認められなかった。栄養状態の指標として符
た生化学マーカーの内，対象者全体の ALBおよび Hb波
皮に省窓な低下が認められたが，間群におけるいずれの栄
養マーカーの変化についても交互作沼は認められなかった。
食事摂取誌および体援の変化は認められず，間若手ともに年

代別基準摂取護を上沼る摂法状況であったo[考察i本研
究において筋力 Trによる体力溜および栄護状態の袈化に
おいて「筋力 Tr十栄護介入Jの椋乗効薬は緩められなかっ
た。また，全体の綴向として，エネルギー，たんぱくf{の
摂取登は維持されているにもかかわらず，栄護状態が負の

方向に変化する傾向が認められた。また，関等学における筋
力Tr.議後の生化学マーカーの変化において交玄作溺は認
められないものの，筋力 Tr単独苦手においては ALB. Hb 
の抵下が大きい鎖向にあった。これらの結楽は，議務;窃齢

者の筋力 Trにおいては，自箆j義務のような低強度の筋力
Trであっても，筋たんぱく合成あるいは遂g誌によるエネ
ルギー消費に対して，食事摂取によるたんぱ〈質摂取やエ
ネルギー摂取のみでは充足することが出来令かった絞染と

して生じた可能性が示唆される。
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